
 

創立５０周年記念 第５０回卒業証書授与式 

 

 あたたかい春の陽ざしの中、「創立５０周年記念 第５０回卒業証書授与式」を３月８日に挙行いた

しました。コロナ禍の３年間、富岡中学校では保護者の体育館への入場は見合わせてきましたが、今年

度は保護者・来賓の方々にも体育館にご入場いただき、無事に挙行することができました。 

富岡の風「３月号②」では、卒業式の中での「学校長式辞」「卒業生を送ることば」「別れのことば」

について、要旨をお伝えするとともに、当日の様子が分かる写真をお届けいたします。 

 

【学校長式辞】（要旨） 

皆さんが中学校に入学した令和２年度は、新型コロナ感染症が世界規模

で拡がり、本校でも休校・分散登校になり、心配や不安を抱えた新学期の

スタ－トでした。そんなコロナ禍であっても、皆さんは物事を柔軟に受け

止め、楽しみを自分たちでつくりあげてきました。時にぶつかりあいなが

らも、互いに思いやりの心を忘れず過ごしてきました。 

 

先日、車椅子テニスプレーヤーの国枝慎吾さんが、国民栄誉賞を受賞することになりました。本人の座右

の銘である「俺は最強だ」という言葉はよく語られますが、どんな場面でも自分を奮い立たせ、諦めたくな

る気持ちを試合中にはねのけていたそうです。それでも、アスリ－トとしてプレッシャ－を感じたり思うよ

うに試合の結果が出なかったり、怪我で苦しんだり、と普通の悩みもあったようです。東京オリンピック

2020出場前は引退することも考え、絶望の淵をさまよったと語っていたこともあったそうです。そんな国枝

さんの功績は、本人の並大抵でない精神力と努力があるからこそだと想像ができま

す。しかし実は国枝さんは、それ以上に自分と関わり合いのあった人、支えてくれ

た人の力がなければ今の自分はなかったと感謝をしています。(車椅子でもテニスが

できるコートを使わせてくれた人に出会った)(細かい操作が伝わるよう車いすの改

良に携わった人がいた)自分だけでは成しえないことだったと語っています。 

卒業生の皆さんのこれからの人生では、つらいことや苦しい事もあるでしょう。

社会の環境や障害にぶつかりながらも、思うようにできなかったときはできるよう

になりたいと考え、「自分は強い」と奮い立たせ、諦めずに、歩み続けてください。

そしてあなたの周りには、あなたを見守り、支えてくれる人がたくさんいるはずで

す。その人たちに感謝をし、その人たちとともにまた歩み続けてください。史上初

のコロナ禍を乗り越え、前向きに生きてきた皆さんだからこそ、できるはずです。 

 

最後になりましたが、保護者の皆様、お子様が義務教育の９年間を無事に終えられ、今日この日を迎えら

れましたこと本当におめでとうございます。これからは、日に日に大人に近づいていくわが子に惑わされる

こともあるかもしれませんが、これまで以上に温かなまなざしと深い愛情によって成長を見守っていただき

ますことを心より願っております。 

令和５年３月８日 富岡中学校 校長 岩松玲子 

富岡中学校学校だより 
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【卒業生を送ることば】（要旨） 

登下校の時、暖かい春の香りを感じられる季節になりました。３年の皆様におきましては、新たな思い

で今日のこの日を迎えられていることと思います。この度はご卒業おめでとうございます。在校生を代

表し、心よりお祝い申し上げます。 

２年前の４月、私たちは不安や喜びを抱えて入学式を迎えました。その

時、優しい笑顔と温かい言葉で迎えてくださった先輩方の姿は、今でも鮮

明に覚えています。何も分からなかった私たちに、優しく手を差し伸べて

くださったおかげで、新たな中学校生活に対する不安は消え、ますます楽

しみなものとなりました。委員会や生徒会では、緊張して固くなってしま

う私たち下級生を気遣い、グループワークを取り入れたり、活動以外の時

間にも普段から優しく話しかけてくださったりすることで、過ごしやすい

環境を作って下さいました。課題と向き合い、自ら率先して活動に取り組む姿はとても輝いて見えまし

た。そのような上級生に恵まれ、幸せに思います。 

 

体育祭では、昼休みにクラス一丸となって大縄の練習をしている姿が印象的でした。その姿を下級生

の私たちは参考にし、どうしたらもっと飛べるのか、必死になって考えたことを覚えています。本番で

も、最後の一秒まで諦めず、一人一人がクラスのために全力を尽くしている姿はとても格好良く、その姿

に最高学年の偉大さを感じました。 

１，２年生の競技の際も３年生の皆さんが全力で応援して下さいました。私たちにとって先輩からの

応援は非常に心強く、縦学年の絆を感じることができた忘れられない体育祭になりました。 

秋の創夢祭では、３年ぶりに合唱コンクールが開催されました。３年生にとっては最初で最後の合唱

コンクールでしたが、初めてとは思えない力強い歌声がよこすか芸術劇場のホールに響きわたり、私た

ちは圧倒されました。それぞれのクラスに熱い思いが込められていて、心動かされる瞬間が幾度となく

訪れました。歌い出すときの呼吸から、曲中の強弱など、細かい部分が揃っていて、日々一生懸命に練習

を重ね、努力してきたことが伝わってきました。 

今までの合唱コンクールを誰も知らない中で、３年生の皆さんが１から歴史を作り上げてくださり、

私たちの心には先輩たちの姿とともに創夢祭の思い出が深く刻まれました。 

 

いつも富岡中学校の最前線で輝き、私たちを引っ張ってくださった３年生の皆さん。そんな先輩方が

卒業してしまうのは心細く、寂しい限りです。しかし、私たちがバトンを受け継ぐ時が来てしまいまし

た。これからは私たちが、先輩方が築き上げた伝統を受け継ぎ、さらに活気のある富岡中学校を作り上げ

ていきます。２年間たくさんのことを教えてくださり、本当にありがとうございました。これからも皆さ

んがご活躍されることを心からお祈りし、贈る言葉といたします。 

令和５年３月８日 在校生代表      

 

 

 

 

 

 

 



【別れのことば】（要旨） 

３年前の春、私たち赤学年は休校という形で始まりました。その期間はたくさんの制限があったため、他校

から来た人達とは心に大きな距離がありました。６月に分散登校となり、ようやくクラスメイトと会えました。

私たちは同じ境遇を味わったものどうしで、より一層強い絆で結ばれましたと思います。 

 

体育祭は唯一、３年間を通して実施できた学校行事でした。学級対抗リレ

ーや色別対抗リレーでは、各選手が抱いている想いがあり、３年間の全てを

ぶつける姿は圧巻でした。体育祭で盛り上がった種目といえば、やはり大縄

です。クラスの中で温度差ができたり、衝突が起きたりしてしまいました。

そのようにして、私たちは団結力が一層強くなりました。そして迎えた本番

の日。私たちはその後、最高の友を持ったと思いました。また、最初で最後

の創夢祭。横須賀芸術劇場での合唱コンクールでは、クラスのみんなで協力し、時には意見が分かれてしまっ

た時もありましたが、最終的には全クラスが自分達にとっての最高の歌声を響かせることができたと思いま

す。そしてなんといっても３年生のビッグイベント、修学旅行。それぞれの班が１からコースを考え、京都の

街を回りました。夜中まで布団の中で語り合った思い出は、今思い出してもワクワクします。それぞれの班が

最高の思い出を作ることができました。 

許されるものならば、あの日に戻りたい。そんな想いが駆け巡ります。行事だけでなく、先生や友達との何

気ない会話も、かけがえのない思い出の一つです。 

 

在校生の皆さん、明日からの富岡中学校を担うのは皆さんです。皆さんはこれからたくさんの知らないこと

に多く遭遇すると思います。その時は一度立ち止まり、よく考え、自分たちなりに解釈し、未来の富岡中学校

を１から作り上げてください。そして、いつかその景色を私たちに見せてください。 

私たちを支えてくださった先生方。３年間の長きにわたりありがとうございました。私たちは、先生たちか

ら頂いた学年目標『仲間』という言葉を大切に生きてきました。これからもこの『仲間』という言葉とともに、

強く優しく、人生を一歩一歩歩いて行くことを約束します。 

最後に１５年間私たちのことを第一に考えてくださった保護者の皆様。ありがとうございました。共に寄り

添い、共に歩いてくださったおかげで今の自分たちがいます。感謝をしてもしきれません。今、大人への階段

をのぼりはじめたばかりの私たちですが、いつまでも一緒に歩いてください。 

 

私たちには夢があります。そして、その夢を叶えるための翼があります。もし途中で翼が折れてしまっても、

助け合う仲間がいることを学びました。明日から、私たちは夢に向かって、それぞれの空へ羽ばたいていきま

す。今日、私たち赤学年２４７名は富岡中学校を卒業します。この富岡中学校で過ごしてきた思い出を胸に、

未来へと進んでいくことを誓い、別れの言葉といたします。 

令和５年３月８日 卒業生代表       

 

 

 

 

 

 



横浜市立富岡中学校 令和５年度 主な行事 

 

４月 ７日 

   １０日 

   １３日 

   １８日 

   ２７日 

始業式・着任式・入学式 

離任式 

学級懇談会 

全国学力・学習状況調査 

横浜市学力・学習状況調査 

５月１，２日 

  ３０日 

授業参観 

体育祭 

 ６月１０日 

   １５，１６日 

   ２３日 

土曜授業 地区別集会 学家地連役員会 【１２日（月）代休】 

前期中間試験 

生徒総会 

 ７月１１～１４日 

   ２１日 

個人面談 

夏季休業（～８月２８日） 

９月６～８日 

２１～２３日 

２７～２９日 

２９日 

前期期末試験 

３年修学旅行（京都：関西方面） 

２年自然教室（栃木県大田原市） 

英検（３年） 

１０月 ６日 前期最終日 

１０月１０日 

   １２日 

   １８or１９日 

１９，２０日 

２６日 

３１日 

３１日 

後期開始 

学級懇談会（１，２年）進路説明会（３年） 

個別支援級合同体育祭（三ツ沢競技場） 

授業参観 

創夢祭（よこすか芸術劇場） 

３年個人面談（３１，１，２，６日） 

個別支援級合同宿泊学習（１１月１日まで） 

１１月 ９日 

１５～１７日 

   ２９日 

自分づくり教育講演会 

中間試験（１，２年は１６、１７日） 

２年職場体験 

１２月１，４～６日 

   １４日 

   ２６日 

個人面談 

生徒会役員選挙 

冬季休業（～１月９日） 

１月３１日 ３年学年末試験 

２月２０～２２日 １，２年学年末試験 

 ３月 

   ２５日 

卒業式 

修了式 

※令和５年３月時点での予定です。 

卒業式の日時は、公立高校入試の日程が決定した後に決まります。 


